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投資事業評価調書（継続：再評価〔第３回〕） 
 

部課室名 
県土整備部土木局 

街路課 
記入責任者職氏名 
（担当者氏名） 

課長 樋口 孝 
(副課長兼鉄道高架係長 市川 和幸) 

内線 
4474 

（4482） 
 

 
事業種目 連続立体交差事業 事業採択年度 S51  現 計 画 再評価時点 

 

事 業 名 
山陽電鉄本線 
（明石市内） 

連続立体交差事業 

着工年度 
1期：S53 
2期：H13 

総事業費 
[うち２期] 

４７０億円 

[２２７億円] 

４７３億円 

[２３０億円] 

再評価年度 H15 
内用地補償費 
[うち２期] 

１６６億円 

[３３億円] 

１８２億円 

[４８億円] 

事業区間 明石市大蔵町～南貴崎町 
完成予定年度 H24 H24 

進 捗 率 
(内用補進捗率) 

[うち２期] 

６８％[３４％] 

(１００％[１００％]) 

５８％[１３％] 

(８１％[３０％]) 

所 在 地 明石市大蔵町～南貴崎町 残事業費 
[うち２期] 

１４９億円 

[１４９億円] 
 

事 業 の 目 的 事 業 内 容 

○明石市中心部の道路交通円滑化 
・明石市中心部の山陽電鉄を高架化することにより、
踏切除却(18箇所)及び街路網の整備による、踏切 
事故の解消と交通の円滑化を図る。 

○良好な都心形成・中心市街地の活性化 
・鉄道跡地を利用した駅前広場等の社会基盤整備と 
一体となった市街地の活性化を推進する。 

高架延長 L=3,845m（うち２期事業1,891m） 
高架化する駅 ３駅（うち２期事業 西新町駅） 
立体交差する道路 19路線 

（うち２期事業 ９路線） 
除却する踏切 18箇所（うち２期事業 ９箇所） 

〔負担割合（補助） 国: 1/2 ,県: 1/3 ,市:1/6〕 

事業を取り巻
く社会経済 

情勢等の変化 

○周辺の関連街路整備は、２期事業にあわせ整備が順次進捗している。 
・国道２号[明石西拡幅](直轄施行)：平成16年度に和坂交差点～明石川右岸のL=1.1km
のうち、明石跨線橋の前後0.8kmが平面４車線化完成 

・朝霧二見線(県施行)：林崎線西側～川西線西側の間Ｌ=404mについて用地買収97％が 
完了、平成21年度完成に向けて工事を推進している 

・川西線(市施行)：平成13年度に国道２号～朝霧二見線の間Ｌ=473mが完成 
・林崎線(市施行)：平成18年度に国道２号～山陽電鉄北側の間L=424mが完成 
・王子線(市施行)：西新町線から橋梁架換(嘉永橋83m)を含むL=216mについて工事を推
進している。平成20年10月に新橋梁供用予定 

進捗状況 

・１期事業（大蔵谷駅西側～明石川左岸）は平成６年度に事業を完了している。 
・２期事業（明石川左岸～林崎松江海岸駅東側）については、平成13年度に事業認可

を取得し、平成14年度より用地買収、実施設計等に着手している。 
・現在、用地買収は概ね完了(平成19年度末時点で約95％)し、平成19年7月より保守

基地移転、また、同10月より明石川の橋梁工事に着手しており、工事も本格的に進
んでいる。八木保守基地は平成20年9月に工事が完成している。 

・今後は、平成20年度中に事業用地の取得も完了し、平成21年度の仮線切替、平成 
23年度の高架切替に向けて引き続き工事を推進する。 

評価視点 評価結果の説明 

(1)必要性 
 
 
(2)有効性・効率性 
 
 
 
 
(3)環境適合性 
 
(4)優先性 

 

・明石市中心部の交通の円滑化及び市街地の活性化のためには、１期事業に 
引き続き、西新町駅周辺（２期事業）を高架化し、９箇所の踏切除却及び 
国道２号をはじめとする交差道路９路線の整備が必要である。 

・多数の踏切を一挙に除却することにより、国道２号等西新町駅周辺の街路 
網の効率的な整備が可能となる。 

・また、鉄道（保守基地）跡地を利用した駅前広場整備等と一体となって、 
交通結節点機能の向上、市街地の活性化に寄与する。 

・費用便益比Ｂ／Ｃ＝２．０（残事業Ｂ／Ｃ＝３．０） 
・踏切遮断の解消により、大気汚染や騒音の改善が図られる。 
・駅舎のエレベーターや関連街路の歩道などのバリアフリー化が図られる。 
・踏切問題の抜本的な対策を実現するとともに、鉄道により分断された地域 
の一体化等、地域の活性化に大きく寄与することから、優先性は極めて高い。 

  

再評価 
の結果 継 続 

左の 
理由 

事業の必要性は、事業採択時と何ら変わっておらず、関連街路整備も 
進捗しており、地域住民から事業促進の要望書が提出される等、早期 
の事業完成を望む声が強く、継続して事業を実施する必要がある 

街路－１ 



事業進捗状況概要図（継続：再評価〔第３回〕）

連続立体交差事業 河川・路線名 山陽電鉄本線（明石市内）事業名

明石公園

明石駅

人丸前駅

大蔵谷駅

林崎松江海岸駅

西新町駅

H16～20

凡　例

H15まで

事業箇所H16 20

H21以降

事業進捗状況・予定 整備効果

全体

Ｓ51～Ｈ24年度【事業費＝470億円(うち２期事業 227億円)】
・鉄道高架化 L=3,845m
（１期事業 L=1,954m、２期事業 L=1,891m）

前回再評価
まで

（実績）

過去５年間

期 業 , 期 業 ,

事業採択からＨ15年度【事業費＝263億円(うち２期事業 20億円)】
・１期事業完了（H7.3）
・２期事業認可取得（H14.3）
・２期事業用地買収開始（H14.4）

Ｈ16～Ｈ20年度【事業費＝58億円(うち２期事業 58億円)】
・２期事業の工事協定締結（H18.12）
・鉄道施行業者決定（H19 4 H20 4）

明石駅周辺（１期事業）に
ついては、鉄道高架化によ
り交通の円滑化、駅前広場
整備（市施行）により交通
結節点機能が強化された。

交差道路の(都)林崎線につ
いて 踏切前後の拡幅工事過去５年間

（実績）

今後４年間
（予定）

鉄道施行業者決定（H19.4、H20.4）
・鉄道保守基地移転工事完了（H20.9）
・２期事業用地補償（Ｈ20末予定）

補償41件中41件契約（100%）※Ｈ19末：41/41（100%）
用地73件中73件契約（100%）※Ｈ19末：69/73（95%）

Ｈ21～Ｈ24年度【事業費＝149億円(うち２期事業 149億円)】
・Ｈ21年度末 仮線切替予定
・Ｈ23年度末 高架切替予定

鉄道の高架化による交通の
円滑化及び地域分断の解消
による市街地の活性化が図
られる また 駅前広場整

いて、踏切前後の拡幅工事
が完成(1車→2車)し、車両
の離合及び歩行者交通等の
安全性が向上した。

（予定）
Ｈ23年度末 高架切替予定

・Ｈ24年度末 事業完了予定
られる。また、駅前広場整
備（市施行）による交通結
節点機能が強化される。
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山陽電鉄本線（明石市内）全体概要図至玉津IC

学校
大蔵谷駅黒

橋
線

県立大学

県立がんセンター

市民病院

明石小学校

明石中学校

人丸小学校

天文科学館

国交省明石出張所

人丸前駅

明石駅

街
路

明石公園

大蔵海岸公園

王子小学校
和坂小学校

明石小学校

明 駅

路
－
３

林
崎

明石市役所

県明石土木庁舎

大観小学校
中崎小学校

西新町駅

林崎松江海岸駅

崎
線

フェリー乗場

明石港

衣川中学校

林崎海浜公園

望海浜公園

明石署

林小学校
あさひ病院 凡　　例

鉄道

街路

２期事業（事業中）
鉄道

街路

連立事業

１期事業（完成）

望海浜公園

林崎漁港 平成１９年度まで施行済

除却踏切

街路

周辺道路
事業中の他事業



○１期事業完成写真

明石駅付近

明石駅前広場

街路－４



２期事業区間全景

ＪＲ山陽本線

西新町駅

林崎松江海岸駅

２期事業 Ｌ＝１，８９１ｍ

西新町駅付近現況

至姫路

西新町駅

保守基地

JR山陽本線

街路－５

至梅田



２期事業概要図

街
路
－

和坂交差点

－
６

凡　　例

２期事業
鉄道

街路

林崎松江海岸駅

周辺道路
平成１９年度まで施行済

事業中の他事業

除却踏切

連立事業

新設交差部

高架側道



○渋滞状況写真

国道２号側道（国道西踏切）

（都）川西線（西新町西踏切）

街路－７



○２期事業進捗状況

用地取得状況

市道林船上２６号線（林崎宮下踏切付近）から東
契約済

未契約

（Ｈ２０年９月末時点）

凡例

姫路方

(都)林崎線（林崎学校道踏切付近）から東

姫路方

街路－８



○２期事業進捗状況

八木保守基地移転工事（基地構内）

本線高架本体工：明石川橋梁工事（Ｐ１橋脚）

街路－９

明石川



○周辺道路整備状況

国道２号明石西拡幅（直轄施行）：整備済

（都）林崎線（市施行部）：整備済

街路－１０



○２期事業完成イメージ

西新町駅付近（駅前広場）

国道２号交差部（平面４車線化）

街路－１１



①スケジュール

前回再評価時（Ｈ１５）及び実施工程

都計決定（変更） ▼
事業認可 ▼

●
◎

●
◎

②Ｂ／Ｃ根拠説明資料

便益（Ｂ）の項目

①移動時間短縮便益

○目的地までにかかる時間が短くなる

　ことによる便益

②走行経費減少便益

費

H14

算出方法Ｂ（便益）

H24H23H22H21H20H19

保守基地移転工事

事
業

H18H17H16H15H1３

仮線切替

高架切替

用地買収

仮線工事

高架本体工事

側道工事

○整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用
　　走行時間費用：Σ（交通量×移動時間×時間価値原単位）×365日

○整備無しの走行経費－整備有りの走行経費

：前回計画
：実施・計画

○交通の流れがスムーズになり燃費な

　どが向上することによる便益

③交通事故減少便益

○踏切事故が解消することによる便益

○交通事故が減少することによる便益

④高架下利用便益

○高架下を優先利用することによる便益

費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠

6.0時間/日→0

4,700台/日

過去５年間の踏切事故

　 ５件

1,910㎡

6.0時間/日→0

4,700台/日

過去５年間の踏切事故

　 ５件

1,910㎡

○整備無しの踏切事故損害額
　　踏切事故損害額：発生件数×損害額原単位
○整備無しの交通事故損失額－整備有りの交通事故損失額
　　事故損失額：Σ（交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位
　　　　　　　　　　　　＋交通量×距離×交差点部事故損失原単位）

32,348

Ｃ（費用）
総費用
（百万円）

事業費
（百万円）

維持管理費

踏切遮断の解消

17,658

事
業

事業名

連
続
立
体
交
差

便益額
（百万円）

①移動時間
　短縮便益

全
体
事
業
費

1,979連
続
立
体
交
差

○整備無しの走行経費 整備有りの走行経費
　　走行経費：Σ（交通量×距離×走行経費原単位）×365日

代表的な効果

○都市側利用分の高架下空間価値
　　高架下空間価値：近傍地価×土地価格に応じた想定建築回数
　　　　　　　　　　　　　に対する階層別利用効率指数

152

865

Ｂ／Ｃ

2.0

（百万円）

Ｂ（便益）

152 3.0

①移動時間
　短縮便益

32,348

②走行経費
　減少便益

865

③交通事故
　減少便益

1,979

11,755

優先利用面積

17,810

②走行経費
　減少便益

踏切遮断の解消

現況交通量（西新町線）

③交通事故
　減少便益

計

優先利用面積

現況交通量（西新町線）

残
事
業
費

山陽電鉄本線
（明石市内）

連続立体交差事業

11,907
639

④高架下利
　用便益

計 35,831

639

35,831

④高架下利
　用便益

街路－１２


